
令和 6 年度 保育所等訪問支援に関する評価の結果について （公表） 

                          児童発達支援センター瀬戸市のぞみ学園 

【保護者評価】 

 

〇 設問１の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・完全予約制になっているため。 

 

 

〇 設問２の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・毎回、計画や目的を明確に説明していただいています。 

 

。 



〇 設問３の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・もう少し、依頼する専門職も含めて、職員がいた方が良いから。 

・信頼しお任せ出来ると思っています。 

 

 

〇 設問４の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・毎回時間をかけて面談していただき、その内容が十分反映されていると思います。 

 

 

〇 設問５の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・こちらの要望に合わせ支援をしていただいています。 

 

 



〇 設問６の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・毎回満足のいく説明をしていただいています。 

 

 

〇 設問５の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

 ・子どもの事だけでなく、私自身の事も聞いて頂き、否定的な事を言われた事はありません。 

 

 

〇 設問８の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

 ・毎回、論点が分かりやすい報告書をいただいています。 

 

 



〇 設問９の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

 ＊特になし 

 

 

〇 設問１０の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・今後も継続して利用したいと思います。 

 

【その他】 ご意見等をお聞かせください。 

 ・本当に助けられています。 いつもありがとうございます。 

 

【訪問先施設評価】 

 

〇 設問１の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・アドバイスいただいたことについて、出来る限り実行することができたから。 

・具体的でわかりやすく、長く継続していくべきことから、すぐに実践できることも教えてくださり、取り 

入れやすい。 

・支援の方法で悩んだり迷ったりした時に、助言をいただけるのでありがたい。 



・様々な提案をしていただけるとともに、保育園でも取り入れられるものや代替案なども教えていただ

けるため。 

・取り入れやすい提案もあるが、既に取り組んでいて上手く支援できていないものもある。児童の実態と

学校でできることに差異があるため。 

・子どもの実態や実際の支援方法について話していただけるのでわかりやすい。 

 

 

〇 設問２の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・様々な観点で知識を得たり、考え方を変えたりするきっかけになったから。 

・専門的な視点から、どうするとよいか具体的に教えていただけるので満足しています。 

・様々な視点からの意見やアドバイスを下さり、援助の仕方など、新しい発見で学ぶことが多い。 

・専門的な視点で見ていただけるので、多角的に子どもや援助方法をとらえることができるため。 

・取り入れられるものと実態に合わないものがある。 

 

 

〇 設問３の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・聞きたいことを遠慮なく聞き、分かりやすく回答いていただいています。 

・取り入れやすい提案もあるが、既に取り組んでいて上手く支援できていないものもある。児童の実態と 

学校でできることに差異があるため。 

・質問にはもちろん、疑問にも丁寧に答えてくださり、改善していくことができている。 



・適切なものもあれば、知りたかった答えと違う場合もある。 

 

 

〇 設問４の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・保護者と訪問支援と学校の 3 者が情報を共有し、児童本人の姿勢の改善等につながっていると思うか 

ら。 

・教師側が子供の実態を理解することにはつながったが、実際の支援にまではつながりきらないことが 

多い。 

・援助方法をその度子どもの発達や成長に合わせて工夫することができるため、良い方向に進んでいる。 

・いただいた助言をもとに、担当者が改善し、よい方向に向かった。 

 

【その他】 ご意見等をお聞かせください。 

・保護者とも情報を共有しているため、なにかを提案をしていただいたら、「やらなければならない！」と

いうプレッシャーのようなものは多少感じてしまいました。 

・定期的に該当園児を見ていただけて助言をもらえるので、援助の参考になっています。 

 

【従事者の自己評価】 

 



〇 設問１の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・利用状況に見合った職員数が配置されている。訪問支援に必要な各種専門職が従事することができて 

いる。 

・心理職、PT、OT、ST といった、児に関わる専門職が揃っており、保護者のニーズや児の状況に合わせ 

て専門職を選定し、訪問することができているため。 

・専門職の日程を合わせることに苦慮されることもあるので、もう少し訪問できる専門職を確保できると 

よい。 

・不足な状況ではない。 

・複数の職種の専門職がいる。 

 

 

〇 設問２の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・保護者との検討及び複数の従事者による協議のうえで保護者へ提案し、決めていくようにしている。 

・ご報告いただいています。 

・事前に連絡調整がなされている。 

・保護者のニーズや児の状況を丁寧に聞き取り、それらに合わせた適切なタイミングと頻度で訪問日が設 

定されている。 

・保護者等と相談の上決めている。 

 

 

〇 設問３の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 



・設問の通りされている。 

・非常勤のためわかりません。 

・従事している職員だけでなく、複数の相談員等を含めて実施するよう努められている。 

・適宜、児発管と支援方法や報告書等について振り返りながら今後の課題を共有し、話し合っている。 

・振り返りはしっかり皆さんで言語化できていると思います。 

 

 

〇 設問４の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・適宜、児発管と支援方法や報告書等について振り返りながら今後の課題を共有し、話し合っている。 

・丁寧に把握されていると思います。 

・十分な話し合いがされるよう努められている。また、利用者の状態や状況、保護者様のニーズ、訪問支

援の計画書、報告等を回覧するなどして、意見を出し合うことができるようにしている。 

・職員同士のコミュニケーションが常に取られている。 

・日々意見を求められている。 

 

 

〇 設問５の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・必要な知識や技術が得られるよう自己研鑽に励むとともに、研修の機会が得られるよう事業所内で配

慮している。 

・研修資料の回覧や報告等の機会を設けている。 



・外部機関から訪問支援員として専門職が雇用されている状況もあるため、資質向上はそれぞれの専門

職に任されているところがある。 （資質向上を自主的にされている、信頼できる専門職の方を訪問支援

員として雇用している、と言い換えができるかもしれません） 

・時間があえば、外部講師のお話を聞かせてもらえます。 

・非常勤のため全てを把握できておりませんが、案内等の回覧が適時行われている。 

・研修資料に目を通す機会がある。 

 

 

〇 設問６の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・お子さんの実際の様子を観察し、訪問先施設の先生や保護者の方からも詳細に聞き取りをした上で、

総合的に児のアセスメントを行っている。その上で、ニーズ、課題に沿って支援計画を具体的に提示して

いる。 

・適切に行っている。 

・保護者やご本人との面談により作成したアセスメントシートと、利用施設への観察や聞き取りをもとに

作成したアセスメントシートをもとに、ニーズや現状の課題をブラッシュアップして訪問支援計画を立案

している。さらに、立案したものをもとに従事者や職場の相談員と協議したうえで練り直すようにしてい

る。 

・ご本人やご家族への読み取りは、時間をかけて把握されていると思います。 

・多職種かつ複数名で検討されている。 

 

 



〇 設問７の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・必ず施設への観察のうえで直接の支援者である担当職員からの聞き取りを実施している。対象のお子

さんについて把握されている現状や課題として考えていること、支援に関する少し先の見通し、訪問支

援にて確認したいこと等を聞かせていただき、計画に反映させるよう努めている。 

・支援計画を立てる上で、必ず訪問先施設の先生と話をする機会を作り、先生の意向や今されている取

り組み等について詳細に聞き取りを行なっている。その内容も踏まえて、児のアセスメントを行い、支援

計画を立てている。 

・盛り込んで話すようにしているが、その内容が適切かどうか相手のご意見を聞かねばわかりません。 

・計画書にも盛り込まれている。 

・計画書等に反映されている。 

 

 

〇 設問８の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・各種専門職である訪問支援員と共有し、意見や提案などを盛り込んだ計画をもとに、毎回の訪問支援の 

目標を確認のうえ実施できるよう努めている。また、訪問支援以外でも、状況の確認が必要と思われる 

場合は、施設を訪問し、観察や聞き取り、話し合いの場を持つよう努めている。 

・支援計画を保護者や訪問先施設に提示する前に、必ず職員間で共有し、意見をもらう機会を作ってい 

る。 

・事前にしっかり報告があります。 

・非常勤ですが、適時共有いただいています。 

・計画に従って保育所等を訪問し支援を行っている。 

 

 



〇 設問９の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・あくまで部外者ではあるので、実際対応される方々のことは尊重していきたいと思っているので。 

・訪問支援主導にならないように気をつけている。ご本人に合わせた支援方法を見つけて、フィードバッ 

クするよう努めている。また、ご本人にとってという視点により感じたことやご提案を伝えるに留めて 

いる。 

・支援計画を立てる上で、必ず訪問先施設の先生と話をする機会を作り、先生の意向や今施設の職員が 

されている取り組み等について詳細に聞き取りを行なっている。今取り組まれている支援内容を尊重 

し、うまくいっているところ、プラスアルファでできる支援を整理しながら支援計画を立てることを心が 

けている。 

・事前に情報共有いただいています。 

・尊重はしているが、意見の食い違いはある。 

 

 

〇 設問１０の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・ご本人の状況に合わせて、連携が必要な機関と情報を共有したうえで協議し、それぞれで対応したり、

協働したりするよう努めている。 

・必要に応じて、保護者のニーズや意向を踏まえながら関係機関と連携している。 

・しっかりネットワークがある。電話対応の多さからも相談しやすいところなのだと思いました。 

・地域支援としての巡回相談など、体制を整えている。 

・発達支援室内にあるため、連携して支援を行う体制は、整っている。 

 

 

１０ 地域の関係機関と 



〇 設問１１の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・適時行っている。 

・切れ目ない支援が実施されるよう、訪問支援以外にも、事業の説明や引き継ぎを兼ねた懇談ができる 

機会を設けていただいている。 

・必要に応じて、保護者のニーズや意向を踏まえながら保育所等・学校と支援内容を共有している。 

・次にご利用する施設の職員が一緒にケースワークに入ることがあるため。 

・施設を訪問し、報告書を作成し報告するなど、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている。 

 

 

〇 設問１２の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・事業所として参加している。 

・出席している。地域の児童を取り巻く環境や状況、社会資源の情報収集の機会としている。また、事業

所としての役割を考えたり、必要な事業の実施を検討または実施している事業の改善をしていくうえで

も、大事な機会であると考えている。 

・私は参加していませんが、施設として参加されていると思います。 

・事業所の代表が出席している。 

・自立支援協議会等に参加している。 

 

 

〇 設問１３の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 



・計画立案の時は必ず保護者から詳細な聞き取りを行うことはもちろん、訪問支援の際の詳細な子ども

の様子を保護者に伝え、共通理解に努めている。 

・よくお話されています。 

・対面、電話、メール等で共有し、共通理解を図っている。 

・保育所等に訪問する以外にも、日ごろから連絡を取り合って対応している。 

・必要時に保護者からのご相談に応じたり、ご意見等を聞かせていただいたりしている。施設との情報共

有について了承を得ているため、意図的に、または利用施設の職員と接する機会がある場合に、お子さ

んについての現状や支援状況等を把握するよう努めている。 

 

 

〇 設問１４の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・必要に合わせて、契約時に説明している。 

・丁寧に説明し、同意を得ている。 

・説明済みのファイルを見たことがあります。 

・行われている。 

・運営規程、利用者負担等について、丁寧な説明を行っている。 

 

 

〇 設問１５の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・丁寧だと思います。 



・施設が初めて事業利用者を受け入れる場合については、事業の説明を必ず行うようにしている。また

必要に応じて、複数の従事者で訪問し懇談する機会を設けていただき、担当者以外の施設職員への周知

を依頼している。 

・丁寧に説明し、同意を得ている。 

・訪問時にも説明を行っている。 

・特に初めての訪問先施設に対し、複数人の職員等で事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に説

明を行った。 

 

 

〇 設問１６の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・面談記録を拝見したことがあります。 

・ご本人から直接願いを聞かせていただいたり、ご家族にお子さんの願いを代弁していただいたりして、

把握するようにしている。ご家族からのお子さんへの願い、利用施設にてお子さんの理想とする生活や

支援についての思いなども聞かせていただくようにしている。 

・子どもの実際の様子を踏まえ、家族から意向やニーズを聞き取りをした上で、支援計画を具体的に提

示している。 

・保護者と適時意向を確認しながら、行っている。 

・面談等十分な時間をとって行っている。 

 

 



〇 設問１７の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・迅速に対応するよう努めている。 

・相談の申し入れがあれば、迅速かつ適切に対応している。 

・素早く対応されていると思います。 

・迅速に問い合わせに対応している。 

・面談、電話、メールなどで行っている。 

 

 

〇 設問１８の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・守秘義務を遵守している。個人情報は、鍵付きの保管場所し、適切に取り扱うように努めている。 

・同意書を取るなど、個人情報については十分留意して取り扱っている。 

・個別資料の回収や記録保存場所など配慮されています 

・留意している 

・個人情報は鍵のかかるロッカー等に保管し、個人情報の取扱いについての誓約書を提出している。 

 

 

〇 設問１９の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・ご本人とのやりとりは、安心して接してもらうことができるように良いところを褒めたり考えを聞いた

りするように努めている。特にご家族とのやりとりは、生活スタイルや状況に合わせて、面談や電話、メ

ール等を使ってやりとりをしている。 



・保護者に合った情報共有の仕方になるよう配慮している。 

・電話、メール等工夫されています 

・情報量やタイミングなど、適宜合わせて実施している。 

・配慮している。 

 

 

〇 設問２０の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・必要に応じた対応に努めている。 

・訪問先から相談に対して適切に対応している。 

・長い時間をかけ対応している姿を見ます。 

・訪問先の意向を確認しながら、一方的なやり取りにならないように留意している。 

・相談等があれば、相談に乗り、必要な助言や支援を行っている。 

 

 

〇 設問２１の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・報告書の作成や報告までに時間を要することもあるが、できる限り紙面と口頭とで報告できるように

している。難しい場合は、報告書と簡単な説明に留まることもある。 

面談の場を設定し、訪問支援時の具体的な児の様子も伝えながら、支援内容について説明を行ってい

る。 

・報告書を記載する時間があり、必ず提出しています。 



・報告書を用いて共有している。 

・報告書等で行っている。 

 

 

〇 設問２２の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・事業所内で実施された研修を受講した。 

・虐待を防止するための必要な知識について職員間で共有している。 

・勤務する日数が少ないのでなかなか時間を確保できません 

・行っている。 

・誓約書を提出している。 

 

 

〇 設問２３の回答を選んだ理由等ご意見をお聞かせください。 

・訪問支援計画に記載しているが、詳細までの説明に至っていない部分について、今後改める。 

・保護者に十分説明し、支援計画にも記載している。 

・書類にて確認をされています 

・行っている。 

・支援計画に記載している。 

 

【その他】 ご意見等お聞かせください。 

・児発管と専門職に恵まれた環境で訪問支援を行うことができている。特に児発管の方が、きめ細やかに 



保護者や訪問先施設、関係機関と情報共有をしてくださっているので、その情報を踏まえて、総合的なア 

セスメントを行いやすい。支援の難しさを感じることはあるが、職員間で学び合い、話し合いながら、支 

援計画を深め広げていくことができていると感じている。 

 ・「主役はお子さんである」ということを念頭に、ご家族と利用施設の職員が、お子さんのことをよく知り、 

健やかな成長を願い、必要な手立てをともに考えていくことができるように、と間を取り持ち、必要時に 

お役に立つという役割を果たしていきたい。 

                         

      

【事業所における自己評価総括】                                 令和 7 年 3 月 14 日 

〇 評価の実施期間及び回答者数について 

・保護者評価：令和 6 年 12 月 1 日～令和 7 年 3 月 8 日 /対象者 4 名のうち有効回答者 4 名 

・訪問先施設評価：令和 6 年 12 月 1 日～令和 7 年 3 月 8 日/対象施設 4 施設のうち有効回答者 7 名 

・従事者評価：令和 6 年 2 月 15 日～令和 7 年 3 月 10 日/対象者 6 名のうち有効回答者 5 名 

〇 事業所の強み（＊）だと思われること   ＊より強化・充実を図ることが期待されること 

・児童の支援についての経験値が高い訪問支援員（言語聴覚士、作業療法士、理学療法士、心理職）が従事

していることにより、利用児童の状態や状況、ニーズ等に合わせた訪問支援員を選定し、訪問支援を実施す

ることが可能となっている。 

・訪問先施設となる市内の各施設については、事業所が実施している他の地域支援や相談支援においても

連携や関係性の構築等ができているため、スムーズな訪問支援の実施に繋がっている。 

工夫していることや意図的に行っている取り組みなど 

・ご本人や保護者の方の願いや思いを、個別支援計画だけでなく訪問時の内容や支援検討会、報告書の内

容に反映させることで、直接的または間接的に伝えられるように努めている。 

・新たに事業を受け入れる訪問先施設が、この事業を効果的に利用できるよう、事前に施設訪問を行い、事

業の目的や方法等を説明する機会を設けている。 

・ご家庭と施設とで、共にお子さんについての理解が進み、また必要な育ちのサポートをそれぞれの役割に

て行われていくよう取り計らっている。  

・お子さんへの必要なサポートが確実に実施されるよう、児童発達支援管理責任者が訪問支援員と共に施

設を訪問し、お子さんだけでなく周りの人たちの様子や施設の環境、各活動の環境や内容等、実際に見て

確認してきたことを、個別支援計画の計画・立案に反映させている。 



〇 さらに充実を図るための取り組みなど 

・令和 6 年度より、訪問支援の目的に合わせて多職種が連携して訪問し、支援がより効果的に実施される

よう努めている。今後も、計画的・継続的に取り組んでいきたい。 

・個別支援計画や訪問支援、訪問支援の報告書は、実際に訪問支援を行った訪問支援員や同行した児童発

達支援管理責任者だけでなく、事業所の相談員（保育士、教員、保健師、心理職）や他の訪問支援員等の視

点も交えて立案・実施・作成を進めている。今後も、訪問支援員・相談員間で共有しながら取り組み、効果的

な訪問支援をめざしていきたい。 

・保育所等訪問支援のみではなく、利用者にとって必要な状況に合わせて、相談支援などの併用も検討で

きると支援の幅が拡げられると考えている。 

〇 事業所の弱み（＊）だと思われること  ＊事業所の課題や改善が必要だと思われること 

・保育所等訪問支援に従事している児童発達支援管理責任者は、事業所の他事業も兼務しているため、各

事業の調整のうえでの実施や面談等の対応となり、即時対応が難しい状況になりやすいこと。 

・訪問支援員がほとんど非常勤のため、特に多職種での連携した支援を要する場合に、複数の訪問支援員

と訪問先施設との日程調整が難しく、訪問支援の実施までに期間を要することがあること。 

〇 事業所として考えている課題の要因など 

・保育所等訪問支援を担当する児童発達支援管理責任者が、事業所の職員体制により複数の実施事業に従

事する必要となっている状況であること。 

〇 改善に向けて必要な取り組みや工夫が必要な点など 

・保育所等訪問支援だけでなく、事業所内の他の事業においても、効率的且つ効果的に実施するための創

意工夫をして、利用者にとって円滑に事業が利用できる状況となるよう努めること。 

 


